
数学Ⅱ 導関数と微分 ( )年( )組( )番( )
ど うか んす う び ぶ ん

導関数
ど うか んす う

f(x)＝ x2 の x＝a における微分係数を求める。
び ぶ ん け い す う もと

f(a＋h)－f(a)f ' (a)＝ lim ＝ lim ＝ lim
h→ 0 h h→0 h h→0 h

＝ lim
h→ 0

この f '(a)の表 を作る。 a －2 －1 0 1 2
ひ ょう つく

f '(a)は a の 値によって変わる。 f ' (a)あた い か

この文字 a を文字 xに変えたものを f(x)の( )という。
も じ も じ か

h， f(x＋h)－ f(x )をそれぞれ( の増分)，( の増分)といい，Δ x ，Δ yと 表 す。
ぞう ぶん ぞう ぶん あ らわ

f(x＋h)－ f(x) Δ f(x＋Δ x )－f(x)f ' (x)＝ lim ＝ lim ＝ lim
h→0 h Δ x → 0 Δ Δ x → 0 Δ x

dy d
関数 y＝ f(x )の導関数を 表 す記号は y' ， ， f(x ) も用いられる。
かん すう ど うか んす う あ らわ き ご う もち

dx dx

微分
び ぶ ん

xの関数 f(x)から導関数 f ' (x)を求めることを xについて( する)という。
かん すう どう かん すう

問題 A 定義にしたがって，つぎの関数を微分せよ。
て い ぎ か んすう び ぶ ん

(1) f(x)＝ x (2) f(x)＝ x2

f(x＋h)＝ f(x＋h)＝

f(x＋h)－f(x )＝ f(x＋h)－ f(x)＝

f(x＋h)－ f(x) f(x＋h)－f(x)f ' (x)＝ lim f '(x)＝ lim
h→0 h h→ 0 h

＝ lim ＝ lim
h→0 h→ 0

＝ lim ＝ lim
h→0 h→ 0

(3) f(x)＝ x3 (4) f(x)＝ 1

f(x＋h)＝ f(x＋h)＝

f(x＋h)－f(x )＝ f(x＋h)－ f(x)＝

f(x＋h)－ f(x) f(x＋h)－f(x)f ' (x)＝ lim f ' (x)＝ lim
h→0 h h→ 0 h

＝ lim ＝ lim
h→0 h→ 0

＝ lim
h→0

発展問題 B h(x)＝ f(x)×g(x )のとき，h '(x)を f(x)，g(x )， f '(x)，g' (x)を用いて 表せ。
もち あら わ

h(x＋h)－h(x ) f(x＋h)×g(x＋h)－f(x)×g(x)
h'(x )＝ lim ＝ lim

h→0 h h→0 h
f(x＋h)×g(x＋h)－ f(x)×g(x＋h)＋ f(x)×g (x＋h)－f(x)×g(x )

＝ lim
h→0 h

{ }×g(x＋h)＋ f(x )×{ }
＝ lim

h→0 h

＝ lim { ×g(x＋h)} ＋ lim { f(x )× }
h→0 h h→ 0 h

＝

微分の公式
び ぶ ん こう しき

微分の公式
び ぶ ん こ うし き

(c)' ＝ [cは定数] , (x)' ＝ , (x2)' ＝ , (x3 )' ＝ , (xn )' ＝
て いす う

{k× f(x)}' ＝ , { f(x)± g(x )}'＝

問題 C 次の関数を微分せよ。
つぎ かんす う び ぶ ん

(1) y＝ x3 ＋ x2 － x－ 1

y'＝

(2) y＝ 3x2
－ 2x＋ 1

y'＝

(3) y＝(x－ 2)2

y'＝

(4) y＝(2x－ 1)(x＋ 2)

y'＝

問題 D 次の関数を [ ]内の文字で微分せよ。
つぎ か んすう ない も じ び ぶ ん

4(1) l ＝ 2 π r [r] (2) s ＝ 5 t2 [t] (3) V＝ π r3 [r]3
dl
＝dr

問題 E f(x)＝x2＋2x＋1 のとき， f(1), f ' (2) を求めよ。
もと

f ' (x)＝ f(1)＝ f ' (2)＝

発展問題 F 関数 f(x )の x＝a の微分係数 f ' (a)が存在するとき，次の式を計算せよ。
かんす う び ぶ ん け い す う そ んざい つぎ しき け いさん

f(a＋3h)－ f(a) f(a＋3h)－ f(a)
lim ＝ lim { }× ＝
h→0 h h→0 3h


